
第115回市町村セミナー

岩見沢市の就労準備支援

岩見沢市健康福祉部保護課 小野 直樹

メニュー選択型支援



札幌市

千歳市

1 位 置

● 札幌から北東に40㎞、高速道路で30分、JR特急で25分
● 新千歳空港からクルマで60分
● 夕張市・滝川市と同じ空知総合振興局管内に位置

2 人 口

● 84,941人・42,056世帯 （H27.10.31）
● 道内12位、空知管内1位 （H27.08.31）
● 生活保護受給者数等 2,152人・1,570世帯 （H27.10）
● 保護率 2.53％ （H27.10）

⇒（参考）全道 3.12％程度・全国1.70％程度

3 特 色

● 道内有数の豪雪地帯
⇒ H22～26年度平均降雪量 7.65㍍
⇒ H23年度はとくに多くて 11.11㍍ （隣の札幌は3.99㍍）

● 米・白菜は全道一の作付面積・収穫量
● 空知総合振興局や税務署など国・道の機関が所在

4 名物・名所

● 野外ロック・フェスティバル JOIN ALIVEの開催（毎年7月）
● いわみざわ公園バラ園（630品種 8,800株 4万㎡）

岩見沢市
健康福祉部の
ゆるキャラ

イワくん

岩見沢市はこの矢印の先です！

岩見沢市を

ご紹介します！
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１ 所管課 健康福祉部保護課（生活保護の担当課）

保護課長 1人 担当係長 1人 担当係員 1人主 幹 1人
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自立相談支援事業

センター長（主任相談支援員） 1人
相談支援員 2人・事務職員 1人

就労準備支援事業

【生活困窮者】 支援員 2人
【 被保護者 】 支援員 1人

NPO法人に委託して実施２ 自立相談支援機関
生保と一体的に
実施してます



岩見沢市の自立相談支援機関

【所在地】
〒068-0023 岩見沢市3条西3丁目2番地1

【電話番号等】
TEL： 0126-25-5200 FAX： 0126-25-5255

【公式HP等】
公式HP http://iwa-link.net/
メールアドレス linksoudan@iwa-link.net

【開館日時・相談受付時間】
月曜日～金曜日 9：00～17：30
※ 火曜日・金曜日は夜間電話相談の受付あり 17：30～20：00
※ 土曜日・日曜日・祝日・年末年始は休みです。

【業務の内容】
① 相談支援員が生活に困っている方の相談を受け、解決に向け、

一緒に考えて行動します。（電話相談・訪問面談も可能です）
② ハローワークと同様に求人検索ができます。
③ 就職のためのミニセミナーを開催します。（第二・第四水曜日）
④ 生活困窮者・生活保護受給者の就労準備支援プログラムを行います。
⑤ 巡回相談を行います。

・ 岩見沢市役所 第一・第三 火曜日 10：00～12：00
・ ハローワーク岩見沢 第二・第四 火曜日 10：00～12：00

⑥ ハローワーク職員による興味検査を行います。（月1回）

りんくの外観

“りんく”という愛称の由来

生活困窮者自立支援制度は、相談支援・就
労支援だけを行う制度ではありません。支援
対象者と関係機関のネットワーク、関係機関
どうしのネットワークを構築し、社会資源の
活用・開発を行う制度でもあります。
そこで、岩見沢市生活サポートセンターは、
支援対象者と関係機関・地域との繋がり（リ
ンク）を作り、関係機関どうしが輪（リン
ク）になって生活困窮者を支援する場である
と考え、愛称を“りんく”にしました。
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★自立相談支援事業と同じ法人が受託しています★
【支援の内容】

求職活動を直ちに開始できない人の就労意欲を高め、就職活動の知識を
得ることができる各種プログラムを実施します。

【岩見沢市で実施しているプログラム】
①生活自立支援 ②社会自立支援 ③就労自立支援

【参加要件】
① 65歳未満 ② 収入が基準以下 ③ 資産が基準以下

【支援の内容】
支給要件を満たす人に、家賃を一定期間支給します（上限あり）。

【支給要件】
① 住居喪失者又はそのおそれのある人 ⑤ 預貯金等が基準以下
② 離職から2年以内の65歳未満 ⑥ 熱心に求職活動を行う
③ 世帯の生計を主として維持 ⑦ 他法による給付金を未受給
④ 収入が基準以下 ⑧ 暴力団員ではない

【支給額】生活保護による住宅扶助額が上限額（例 単身世帯 30,000円）
【支給期間】基本3か月・最長9か月

【自立相談支援機関】
岩見沢市生活サポートセンター りんく を開設・運営

【支援の内容】
岩見沢市生活サポートセンターりんくの相談支援員が
困りごと・不安を抱えた方の相談支援を行います。
① 相談受付 … 来所・電話・訪問による受付、巡回相談あり
② 相談支援 … 相談者の複合的な課題を整理して

支援プランを作り、本人に寄り添って支援
必要に応じて関係機関と連携

③ 就労支援 … 応募書類・面接の助言指導
ハローワークの出張相談による職業適性検査
求人検索端末機の設置
求職者対象ミニセミナー

④ 住居確保給付金の申請受付、就労訓練事業の紹介など

【実績】平成25年10月～平成27年10月

相談受付者 313人（来所＋電話）

相談申込者 181人（残り132人は情報提供のみで終了）

ﾌﾟﾗﾝ作成者 75人（残り 106人は他機関へ繋いで終了）

就労開始 27人（うち19人が就労準備支援プログラム参加者）

受託者 特定非営利活動法人コミュニティワーク研究実践センター
職員数 7人（自立相談支援4人＋就労準備支援2人＋被保護者就労準備支援1人）

【支援の内容】
貧困の連鎖からの脱却を目指し、生活保護世帯の中学生が
シルバー人材センターの補習教室で無料で学習します。

【受講教科】 英語・数学のうち希望する教科（2科目でも可）
【受講回数】 1教科につき週1回

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

※ 平成25・26年度 厚生労働省モデル事業として実施

１ 自立相談支援事業

TEL : 0126-25-5200

相談受付時間
月～金 9：00～17：30
※ 火・金のみ

夜間電話相談あり
17：30～20：00

※ 祝日・年末年始を除く

２ 住居確保給付金の支給

３ 就労準備支援事業

４ 学習支援事業

生活保護受給者の就労準備支援
も一緒に実施しています！
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【ポイント】
① 最も多い相談内容は 仕事探し
（181人のうち122人が回答⇒その割合は67％）

② １人あたり3.1個の悩みを抱えている
（559個÷181人＝3.088…個／人）
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● 就労意欲の喚起

● ハローワークへの同行訪問

● 履歴書・職務経歴書の作成指導

● 採用面接の対策
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就 労 開 始

就労に関する相談

就 労 支 援
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自立相談支援事業

入
口

入
口

出
口

出
口

この距離は近いのかな？



就 労 開 始

就労に関する相談

就 労 支 援

8

自立相談支援事業

入
口

入
口

出
口

出
口

この距離を遠く感じ、就職活動を
直ちに開始できない人もいる！



家から出ない・出られない
働いたこともない

他人とのコミュニケーションを
上手にとることができない

自分自身について理解していない

文字の読み書き・計算が苦手

職種に関する知識がない

パソコンを使うことができない

就労から
遠 い

就労に
近 い
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その人に合った・その人に必要な支援メニューを選択して訓練
⇒ 訓練後は一般的な就労支援・就職活動に参加できる！
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パソコン隊 プログラムの内容（例）
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就労支援が必要な人 52人 （69％）

自立相談支援における支援プランを作成した人 75人

就労支援が不要な人 23人

就労準備支援に参加した人38人 （73％）

就労準備支援に

参加しなかった人14人
（27％）

就労開始

8人
（57％）

未就労

6人
（43％）

このうち就労開始した人

19人 （50％）

このうち未就労の人

19人 （50％）
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（注１）各人数は
生活困窮者と
生活保護受給者の合計

（注２）カッコ内の数値（％）
は一段上の数値の割合

（注３）平成25年10月から
平成27年10月までの
実績値

（31％）
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就労準備支援 は

１ 面談以外の活動を通じて本人の状態がわかる点が良い

２ 自立相談支援事業と併せて自立支援の両輪となる

３ ボランティア体験など地域の人と交わることも多く、
地域づくり・地域理解のツールとなっている

４ 地方創生の出発点になり得るのではないか

ご清聴ありがとうございました


